
(57)【要約】

　　【課題】　　　ＷＬＡＮ内のＩＰサブネット間のシ

ームレスなハンドオーバを実現することができる異種網

間接続切替方法及び異種網間接続システムを提供する。

　　【解決手段】　ＵＥがＷＬＡＮのＡＰ１と通信中に

移動することにより、ＡＰ１との無線リンク状態が悪化

すると、一旦３Ｇシステムへとセッションを移動させ、

３Ｇシステムにおいてサービスを提供している間に、Ｕ

ＥはＡＰ２との接続準備を完了する。ＵＥは、３Ｇシス

テムから接続準備が完了したＡＰ２にハンドオーバを行

う。

　【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム の 通 信 エ リ ア と Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通 信 シ ス テ ム の 通 信 エ リ ア と が 重 複
し て い る エ リ ア で 、 移 動 端 末 装 置 が Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通 信 シ ス テ ム の 第 １ ア ク セ ス ポ イ ン ト と 通 信
中 に 、 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト の 通 信 エ リ ア に 移 動 し た 場 合 、 前 記 移 動 端 末 装 置 は 通 信 中 の
セ ッ シ ョ ン を ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム へ 移 し 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム で 通 信 中 に 前
記 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト と の 接 続 準 備 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 異 種 網 間 接 続 切 替 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム と Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通 信 シ ス テ ム と を 融 合 さ せ た 異 種 網 間 接 続 シ ス テ
ム で あ っ て 、
　 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム の 通 信 エ リ ア と Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通 信 シ ス テ ム の 通 信 エ リ ア と が 重 複
し て い る エ リ ア で 、 前 記 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通 信 シ ス テ ム の 第 １ ア ク セ ス ポ イ ン ト が 移 動 端 末 装 置 と
通 信 中 に 、 前 記 移 動 端 末 装 置 が 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト の 通 信 エ リ ア に 移 動 し た 場 合 、 前 記
３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ ア ク セ ス ポ イ ン ト と 前 記 移 動 端 末 装 置 と の 間 に 確
立 し て い る セ ッ シ ョ ン を 引 き 継 ぎ 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム で 前 記 移 動 端 末 装 置 が 通 信
中 に 前 記 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト が 前 記 移 動 端 末 装 置 と の 接 続 準 備 を 行 う こ と を 特 徴 と す る
異 種 網 間 接 続 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 異 種 網 間 接 続 切 替 方 法 及 び 異 種 網 間 接 続 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 第 ４ 世 代 移 動 通 信 シ ス テ ム へ の 移 行 技 術 と し て 、 現 在 の 第 ３ 世 代 （ ３ Ｇ ） 移 動 通
信 シ ス テ ム と 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク (Wireless Local Area Network： Ｗ Ｌ Ａ Ｎ
)と を 融 合 さ せ て 、 ３ Ｇ シ ス テ ム の 有 す る 広 範 囲 に 及 ぶ 通 信 エ リ ア と 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ シ ス テ ム
の 持 つ 広 帯 域 の ア ク セ ス と を ユ ー ザ に 提 供 す る ３ Ｇ ／ Ｗ Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ ー ワ ー キ ン グ 技 術 が
注 目 さ れ て い る 。 そ し て 、 ３ Ｇ ／ Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 間 の 異 な る 無 線 ア ク セ ス 方 式 を ユ ー ザ が 意 識 す
る こ と な く 移 動 す る こ と を 可 能 に す る シ ー ム レ ス ・ ハ ン ド オ ー バ 技 術 が 特 許 文 献 １ 等 に 提
案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 異 な る ２ つ の 無 線 通 信 シ ス テ ム （ 以 下 、 無 線 通 信 シ ス テ ム １ 、 無 線 通
信 シ ス テ ム ２ と 記 す ） と 接 続 し て 通 信 可 能 な デ ュ ア ル モ ー ド の 移 動 端 末 の 状 態 （ 移 動 速 度
、 通 信 速 度 ） を 考 慮 し 、 い ず れ か の 無 線 通 信 シ ス テ ム に よ り 通 信 中 で あ っ て も 、 最 適 な 無
線 通 信 シ ス テ ム を 選 択 し て 切 り 替 え る 異 種 網 間 の ハ ン ド オ ー バ 方 法 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 異 種 網 間 の ハ ン ド オ ー バ 方 法 に つ い て 図 ３ を 用 い て 具 体
的 に 説 明 す る 。 図 ３ に お い て 、 移 動 端 末 が 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ を 用 い て 通 信 中 に （ ス テ ッ
プ Ｓ ３ １ ） 、 自 端 末 が 無 線 通 信 シ ス テ ム １ 、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ そ れ ぞ れ の サ ー ビ ス エ リ
ア に 存 在 す る か 否 か を 判 定 す る 圏 内 圏 外 判 定 、 受 信 信 号 の 通 信 品 質 及 び 電 界 強 度 の 測 定 、
移 動 端 末 の 移 動 速 度 及 び 通 信 速 度 に 関 す る 情 報 の 更 新 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 周 辺 に 位 置 す る Ｗ Ｌ Ａ Ｎ サ ー ビ ス エ リ ア の ア ク セ ス ポ イ ン ト （ Ａ Ｐ ） を 検 出 す
る こ と に よ り 、 同 一 無 線 通 信 シ ス テ ム 内 、 す な わ ち 、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ 内 の Ｗ Ｌ Ａ Ｎ サ
ー ビ ス エ リ ア （ セ ル ） を 切 り 替 え る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 切 り 替 え を 行 な う と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ の
Ｗ Ｌ Ａ Ｎ サ ー ビ ス エ リ ア 間 の 切 り 替 え を 行 い （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ の 処 理
に 戻 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 一 方 、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ の Ｗ Ｌ Ａ Ｎ サ ー ビ ス エ リ ア 間 の 切 り 替 え を 行 わ な い 場 合 （ ス
テ ッ プ Ｓ ３ ３ の Ｎ Ｏ ） 、 無 線 通 信 シ ス テ ム １ も 通 信 可 能 な 圏 内 に あ る か 否 か を 判 定 し （ ス
テ ッ プ Ｓ ３ ５ ） 、 無 線 通 信 シ ス テ ム １ が 通 信 圏 内 に な い 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ の Ｎ Ｏ ）
、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ を 用 い た 通 信 を そ の ま ま 継 続 す る た め 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ の 処 理 に 戻
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム １ も 通 信 圏 内 に あ る 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 移 動 端 末 の
移 動 速 度 を 検 出 し 、 移 動 速 度 が 、 予 め 定 め た 閾 値 Ｎ 以 上 に 速 い 場 合 、 例 え ば 、 閾 値 ５ ０ ｋ
ｍ ／ ｈ 以 上 に 速 い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 高 速 移 動 に お い て も 通 信 が 可 能 で 、
広 域 向 け の 無 線 通 信 シ ス テ ム １ の 利 用 が ユ ー ザ に と っ て メ リ ッ ト が あ る も の と 判 断 し 、 無
線 通 信 シ ス テ ム ２ か ら 無 線 通 信 シ ス テ ム １ へ の 切 り 替 え 処 理 を 自 動 的 に 行 な う （ ス テ ッ プ
Ｓ ３ ７ ） 。 あ る い は 、 移 動 端 末 の 通 信 速 度 を 検 出 し 、 通 信 速 度 が 、 予 め 定 め た 閾 値 Ｋ よ り
も 遅 い 場 合 、 例 え ば 、 閾 値 ２ ５ ０ ｋ ｂ ｐ ｓ よ り も 遅 い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、
中 低 速 通 信 に 対 応 し 、 且 つ 、 広 域 向 け の 無 線 通 信 シ ス テ ム １ の 利 用 が 、 高 速 移 動 状 態 へ の
移 行 に 備 え て 、 ユ ー ザ に メ リ ッ ト が あ る も の と 判 断 し 、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ か ら 無 線 通 信
シ ス テ ム １ へ の 切 り 替 え 処 理 を 自 動 的 に 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ に お け る 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ か ら 無 線 通 信 シ ス テ ム １ へ の ハ ン ド オ ー バ
で は 、 現 在 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ に 接 続 中 の ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス を 作 動 さ せ て お き
、 も う 片 方 の 無 線 通 信 シ ス テ ム １ 用 の イ ン タ フ ェ ー ス も 作 動 さ せ 、 例 え ば 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ
（ Internet Protocol） な ど の モ ビ リ テ ィ 技 術 を 用 い る こ と に よ り 、 通 信 中 の セ ッ シ ョ ン
を 移 動 先 の ネ ッ ト ワ ー ク に お い て も 、 継 続 し て 受 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ８ ０ ０ １ 号 公 報 （ 図 ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 無 線 通 信 シ ス テ ム ２ の Ｗ Ｌ Ａ Ｎ サ ー ビ ス エ リ ア 間 切 り 替 え の 場 合 に は 、
通 信 を 行 う イ ン タ フ ェ ー ス と セ ッ シ ョ ン 切 り 替 え を 行 う イ ン タ フ ェ ー ス が 同 一 と な る た め
、 移 動 端 末 は 以 前 の ネ ッ ト ワ ー ク で 確 立 さ れ た セ キ ュ ア な コ ネ ク シ ョ ン （ 例 え ば Ｗ Ｅ Ｐ （
Wired Equivalent Privacy） ベ ー ス の セ ッ シ ョ ン ） を 維 持 す る の は 一 般 に 困 難 で あ る 。 Ｗ
Ｅ Ｐ を 用 い た Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ベ ー ス の セ キ ュ ア な ワ イ ヤ レ ス コ ネ ク シ ョ ン の 場 合 、
移 動 端 末 は 、 新 た に セ キ ュ ア な コ ネ ク シ ョ ン を 確 立 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 加 え て 、 こ れ に 関 連 す る 問 題 と し て 、 Ｉ Ｐ 第 ３ 層 セ キ ュ リ テ ィ 結 合 が １ つ の サ ー バ と の
間 で の み 存 在 し 、 容 易 に 又 は 迅 速 に 移 動 す る こ と が で き な い 。 す な わ ち 、 複 数 の サ ブ ネ ッ
ト 間 で ハ ン ド オ ー バ す る た め に 、 移 動 端 末 は 、 １ つ の セ キ ュ リ テ ィ 結 合 を 失 効 さ せ 、 別 の
サ ブ ネ ッ ト と の 新 た な 結 合 を 確 立 す る た め に セ キ ュ リ テ ィ を 再 構 築 し な け れ ば な ら な い 。
こ れ ら の 処 理 に １ ～ ２ 秒 程 度 か か る こ と が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 般 的 な ネ ッ ト ワ ー ク 設 計 と し て ４ ０ ０ ｍ ｓ 以 上 の 遅 延 は 、 リ ア ル タ イ ム 通 信 ア プ リ ケ
ー シ ョ ン に と っ て 許 容 範 囲 外 で あ る た め 、 こ の ハ ン ド オ ー バ 方 式 で は 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ
サ ブ ネ ッ ト 間 の シ ー ム レ ス な ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト 間 の シ ー
ム レ ス な ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る こ と が で き る 異 種 網 間 接 続 切 替 方 法 及 び 異 種 網 間 接 続 シ
ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 異 種 網 間 接 続 切 替 方 法 は 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム の 通 信 エ リ ア と Ｗ Ｌ Ａ Ｎ
通 信 シ ス テ ム の 通 信 エ リ ア と が 重 複 し て い る エ リ ア で 、 移 動 端 末 装 置 が Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通 信 シ ス
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テ ム の 第 １ ア ク セ ス ポ イ ン ト と 通 信 中 に 、 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト の 通 信 エ リ ア に 移 動 し た
場 合 、 前 記 移 動 端 末 装 置 は 通 信 中 の セ ッ シ ョ ン を ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム へ 移 し 、 ３ Ｇ
Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム で 通 信 中 に 前 記 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト と の 接 続 準 備 を 行 う よ う に し
た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 第 １ ア ク セ ス ポ イ ン ト か ら 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト へ の ハ ン ド オ ー バ
を 直 接 行 わ ず 、 一 旦 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム に ハ ン ド オ ー バ を 行 っ て 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通
信 シ ス テ ム で 通 信 中 に 第 ２ ア ク セ ス ポ イ ン ト と の 接 続 準 備 を 行 う こ と に よ り 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 通
信 シ ス テ ム の 接 続 準 備 中 も 通 信 を 継 続 す る こ と が で き 、 ハ ン ド オ ー バ に よ っ て 生 じ る 遅 延
を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト 間 を 移 動 す る 場 合 に 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ
の ハ ン ド オ ー バ 先 ア ク セ ス ポ イ ン ト に 対 し て 直 接 ア ク セ ス 要 求 を 行 う の で は な く 、 一 旦 ３
Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム へ と セ ッ シ ョ ン を 移 動 さ せ 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て
サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 間 に 、 ハ ン ド オ ー バ 先 ア ク セ ス ポ イ ン ト と の 接 続 準 備 を 完 了 す る
こ と に よ り 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト 間 の シ ー ム レ ス な ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 一 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 で は
、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ  Ｒ ｅ ｌ － ６ （ 3rd Generation Partnership Project Release-6） で の ３ Ｇ －
Ｗ Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ ー ワ ー キ ン グ シ ス テ ム を ベ ー ス に し た ネ ッ ト ワ ー ク を 想 定 し て お り 、 ３ Ｇ
Ｐ Ｐ － Ｃ Ｎ （ 3GPP Core Network） 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ － Ａ Ｎ （ WLAN Access Network） 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ
－ Ｒ Ａ Ｎ （ 3GPP Radio Access Network） の ３ つ の ネ ッ ト ワ ー ク を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｐ Ｄ Ｎ （ Packet Data Network） １ ０ １ は 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ － Ｃ Ｎ の 外 部 に 存 在 す る Ｉ Ｐ （ Int
ernet Protocol） ネ ッ ト ワ ー ク で あ り 、 オ ペ レ ー タ の 公 衆 も し く は プ ラ イ ベ ー ト Ｉ Ｐ ネ ッ
ト ワ ー ク で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ３ Ｇ Ｐ Ｐ － Ｃ Ｎ は Ａ Ａ Ａ （ Authentication Authorization Accounting） 、 Ｄ Ｎ Ｓ （ Dom
ain Name System） 、 Ｓ Ｇ Ｓ Ｎ （ Serving GPRS Support Node） 、 Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ （ Gateway GPRS
 Support Node） 、 Ｐ Ｄ Ｇ （ Packet Data Gateway） １ ０ ２ 、 Ｗ Ａ Ｇ （ WLAN Access Gatewa
y） １ ０ ３ な ど を 備 え て い る 。 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ は Ｐ Ｄ Ｎ １ ０ １ と の イ ン タ ー ワ ー ク を 行 う ゲ
ー ト ウ ェ イ で あ り 、 Ｗ Ａ Ｇ １ ０ ３ は Ｗ Ｌ Ａ Ｎ － Ａ Ｎ に 対 す る ゲ ー ト ウ ェ イ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 使 用 さ れ る Ｉ Ｐ ア ド レ ス は 、 Ｒ ｅ ｍ ｏ ｔ ｅ － Ｉ Ｐ （ Ｒ Ｉ Ｐ ） ア ド レ ス と Ｌ ｏ ｃ
ａ ｌ － Ｉ Ｐ （ Ｌ Ｉ Ｐ ） ア ド レ ス の ２ つ が あ る 。 Ｒ Ｉ Ｐ ア ド レ ス は 、 Ｐ Ｄ Ｎ １ ０ １ の ア ド レ
ス 体 系 に 基 づ い て 、 Ｕ Ｅ に 付 与 さ れ る グ ロ ー バ ル な Ｉ Ｐ ア ド レ ス で あ り 、 Ｌ Ｉ Ｐ ア ド レ ス
は 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ の ア ド レ ス 体 系 に 基 づ い て 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 で パ ケ ッ ト を 転 送 す る た め Ｕ Ｅ に 付
与 さ れ る ア ド レ ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｕ Ｅ と Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 間 で パ ケ ッ ト が 転 送 さ れ る 場 合 、 Ｐ Ｄ Ｎ １ ０ １ の ア ド レ ス 体 系 と Ｗ Ｌ Ａ
Ｎ の ア ド レ ス 体 系 は 必 ず し も 一 致 し な い た め 、 Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に Ｒ Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 持 つ パ ケ ッ
ト は 、 Ｌ Ｉ Ｐ ア ド レ ス に よ る Ｉ Ｐ カ プ セ リ ン グ が 行 わ れ て 運 ば れ る 必 要 が あ る 。 そ の た め
、 Ｕ Ｅ と Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ 間 に は Ｌ Ｉ Ｐ に よ る ト ン ネ ル （ Ｌ Ｔ １ ） が 確 立 さ れ 、 Ｕ Ｅ は 受 信 パ
ケ ッ ト の Ｌ Ｉ Ｐ カ プ セ ル を 外 し た 後 、 Ｒ Ｉ Ｐ に よ る 受 信 処 理 を 行 う 。 Ｕ Ｅ が パ ケ ッ ト を 送
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信 す る 場 合 は 、 こ れ ら の 逆 の 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 上 述 し た 構 成 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ で 通 信 中 の ユ ー ザ が Ｗ Ｌ
Ａ Ｎ 内 の 他 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト に 移 動 す る 場 合 の 処 理 動 作 に つ い て 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ を 用 い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ Ａ に お い て 、 ス テ ッ プ （ 以 下 、 「 Ｓ Ｔ 」 と 省 略 す る ） ２ ０ １ で は 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ  Ｒ ｅ
ｌ － ６ に お い て 策 定 さ れ た 手 順 に よ り 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 接 続 設 定 、 ア ク セ ス 認 証 手 順 、 Ｌ Ｉ Ｐ ア
ド レ ス 割 当 て 、 セ キ ュ ア ト ン ネ ル の 確 立 、 Ｒ Ｉ Ｐ ア ド レ ス の 割 当 て を 行 い 、 Ｕ Ｅ が Ｐ Ｄ Ｇ
１ ０ ２ と セ キ ュ ア な ト ン ネ ル を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｓ Ｔ ２ ０ ２ で は 、 Ｕ Ｅ が Ｓ Ｔ ２ ０ １ に お い て 設 定 し た ト ン ネ ル を 使 用 し て 、 モ バ イ ル Ｉ
Ｐ の エ ー ジ ェ ン ト 懇 願 （ Agent Solicitation） を Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ ０ ３ で は
、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ が そ の 応 答 と し て エ ー ジ ェ ン ト 広 告 （ Agent Advertisement） を Ｕ Ｅ に 送
出 す る こ と に よ り 、 Ｃ ｏ Ａ （ Care of Address） を Ｕ Ｅ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｓ Ｔ ２ ０ ４ で は 、 Ｕ Ｅ が 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ を 使 用 し て 、 登 録 要 求 （ Registration Request
） を Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ ０ ５ で は 、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ が 登 録 要 求 を Ｈ Ａ に 送 出 す る
。 Ｓ Ｔ ２ ０ ６ で は 、 Ｈ Ａ が 登 録 応 答 を Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ ０ ７ で は 、 Ｐ Ｄ Ｇ １
０ ２ が 登 録 応 答 を Ｕ Ｅ に 送 出 す る こ と に よ り 、 Ｕ Ｅ の 位 置 登 録 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 Ｕ Ｅ が 通 信 中 に 移 動 し た こ と に よ り 、 Ａ Ｐ １ と の 無 線 リ ン ク 状 態 の 悪 化 を 検 出
す る と 、 ３ Ｇ シ ス テ ム に セ ッ シ ョ ン を 移 動 さ せ る こ と を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｓ Ｔ ２ ０ ８ で は 、 Ｕ Ｅ が ３ Ｇ Ｐ Ｐ  Ｐ Ｓ ド メ イ ン へ の ア タ ッ チ メ ン ト （ Ｇ Ｐ Ｒ Ｓ ア タ ッ
チ 手 順 ） 、 Ｐ Ｄ Ｐ コ ン テ キ ス ト の 活 性 化 手 順 に よ り 、 ３ Ｇ シ ス テ ム で の パ ケ ッ ト 通 信 の 準
備 を 完 了 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｓ Ｔ ２ ０ ９ で は 、 Ｕ Ｅ が ３ Ｇ Ｐ Ｐ  Ｐ Ｓ ド メ イ ン を 使 用 し て 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ の エ ー ジ ェ
ン ト 懇 願 （ Agent Solicitation） を Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ １ ０ で は 、 Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ が そ の
応 答 と し て エ ー ジ ェ ン ト 広 告 （ Agent Advertisement） を Ｕ Ｅ に 送 出 す る こ と に よ り 、 ３
Ｇ シ ス テ ム に お け る Ｃ ｏ Ａ を Ｕ Ｅ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｓ Ｔ ２ １ １ で は 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ － Ａ Ｎ 側 の Ｆ Ａ で あ る Ｐ Ｄ Ｇ か ら 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ と 、 今 回 Ｇ
Ｇ Ｓ Ｎ か ら 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ が 異 な る の で 、 Ｕ Ｅ は ネ ッ ト ワ ー ク の 移 動 を 検 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ １
０ に お い て 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ を 用 い て 登 録 要 求 を Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ １ ２ で は 、 Ｇ Ｇ
Ｓ Ｎ が 登 録 要 求 を Ｈ Ａ に 送 出 す る 。 Ｓ Ｔ ２ １ ３ で は 、 Ｈ Ａ が 登 録 応 答 を Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ に 送 出 し
、 Ｓ Ｔ ２ １ ４ で は 、 Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ が 登 録 応 答 を Ｕ Ｅ に 送 出 す る こ と に よ り 、 Ｕ Ｅ の 位 置 登 録 更
新 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の 動 作 に よ り 、 Ｈ Ａ で 管 理 す る モ バ イ ル Ｉ Ｐ の 位 置 管 理 テ ー ブ ル に お い て 、 図 １ に
示 す 通 り Ｕ Ｅ の Ｃ ｏ Ａ が Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ か ら Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ の ア ド レ ス へ と 更 新 さ れ 、 Ｈ Ａ は こ の
後 受 信 す る Ｕ Ｅ 宛 て の パ ケ ッ ト を Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ へ の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ト ン ネ ル を 使 用 し て 送 信 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 通 信 中 の セ ッ シ ョ ン が ３ Ｇ へ
と 移 動 し た こ と を 確 認 す る と 、 本 来 移 動 し た か っ た Ａ Ｐ ２ へ の 接 続 手 順 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｓ Ｔ ２ １ ５ で は 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ  Ｒ ｅ ｌ － ６ に お い て 策 定 さ れ た 手 順 に よ り 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 接 続
設 定 、 ア ク セ ス 認 証 手 順 、 Ｌ Ｉ Ｐ ア ド レ ス 割 当 て 、 セ キ ュ ア ト ン ネ ル の 確 立 を 行 い 、 Ｕ Ｅ
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が Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ と セ キ ュ ア な ト ン ネ ル を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｓ Ｔ ２ １ ６ で は 、 Ｕ Ｅ が Ｓ Ｔ ２ １ ５ に お い て 設 定 し た ト ン ネ ル を 使 用 し て 、 モ バ イ ル Ｉ
Ｐ の エ ー ジ ェ ン ト 懇 願 を Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ １ ７ で は 、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ が そ の 応
答 と し て エ ー ジ ェ ン ト 広 告 を Ｕ Ｅ に 送 出 す る こ と に よ り 、 Ｃ ｏ Ａ を Ｕ Ｅ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｓ Ｔ ２ １ ８ で は 、 ３ Ｇ シ ス テ ム 側 の Ｆ Ａ で あ る Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ か ら 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ と 、 今 回 Ｐ
Ｄ Ｇ １ ０ ２ か ら 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ が 異 な る の で 、 Ｕ Ｅ は ネ ッ ト ワ ー ク の 移 動 を 検 出 し 、 Ｓ Ｔ
２ １ ７ に お い て 取 得 し た Ｃ ｏ Ａ を 用 い て 登 録 要 求 を Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ １ ９ で
は 、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ が 登 録 要 求 を Ｈ Ａ に 送 出 す る 。 Ｓ Ｔ ２ ２ ０ で は 、 Ｈ Ａ が 登 録 応 答 を Ｐ Ｄ
Ｇ １ ０ ２ に 送 出 し 、 Ｓ Ｔ ２ ２ １ で は 、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ が 登 録 応 答 を Ｕ Ｅ に 送 出 す る こ と に よ
り 、 Ｕ Ｅ の 位 置 登 録 更 新 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 動 作 に よ り 、 Ｈ Ａ で 管 理 す る モ バ イ ル Ｉ Ｐ の 位 置 管 理 テ ー ブ ル に お い て 、 図 １ に
示 す 通 り Ｕ Ｅ の Ｃ ｏ Ａ が Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ か ら 再 び Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ の ア ド レ ス へ と 更 新 さ れ 、 Ｈ Ａ は
こ の 後 受 信 す る Ｕ Ｅ 宛 て の パ ケ ッ ト を Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ へ の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ト ン ネ ル を 使 用 し て
送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ で 管 理 す る Ｕ Ｅ へ の ト ン ネ ル テ ー ブ ル は 、 以 前 Ｌ Ｔ １ で あ っ た も
の が 、 今 回 の Ｌ Ｉ Ｐ ト ン ネ ル の 設 定 に よ り Ｌ Ｔ ２ へ と 更 新 さ れ 、 Ｐ Ｄ Ｇ １ ０ ２ は こ の 後 Ｈ
Ａ か ら 受 信 す る Ｕ Ｅ 宛 て の パ ケ ッ ト を ト ン ネ ル Ｌ Ｔ ２ で 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が Ｗ Ｌ Ａ Ｎ － Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト 間 を 移
動 す る 場 合 に 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ の ハ ン ド オ ー バ 先 Ａ Ｐ （ タ ー ゲ ッ ト Ａ Ｐ ） に 対 し て 直 接 ア ク セ ス
要 求 を 行 う の で は な く 、 一 旦 ３ Ｇ シ ス テ ム へ と セ ッ シ ョ ン を 移 動 さ せ 、 ３ Ｇ シ ス テ ム に お
い て サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 間 に 、 タ ー ゲ ッ ト Ａ Ｐ と の 接 続 準 備 を 完 了 す る こ と に よ り 、
Ｗ Ｌ Ａ Ｎ － Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト 間 移 動 に か か る ハ ン ド オ ー バ 遅 延 を 隠 蔽 し 、 接 続 し て
い る 網 を ユ ー ザ に 意 識 さ せ る こ と な く 移 動 を 可 能 に す る シ ー ム レ ス な ハ ン ド オ ー バ を 実 現
す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に か か る 異 種 網 間 接 続 切 替 方 法 及 び 異 種 網 間 接 続 シ ス テ ム は 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の Ｉ Ｐ
サ ブ ネ ッ ト 間 の シ ー ム レ ス な ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る こ と が で き 、 ３ Ｇ ネ ッ ト ワ ー ク と Ｗ
Ｌ Ａ Ｎ ネ ッ ト ワ ー ク と の 異 種 網 か ら な る シ ス テ ム に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ Ａ 】 図 １ に 示 す ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ で 通 信 中 の ユ ー ザ が Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の
他 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト に 移 動 す る 場 合 の 処 理 動 作 を 示 す シ ー ケ ン ス 図
【 図 ２ Ｂ 】 図 １ に 示 す ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ で 通 信 中 の ユ ー ザ が Ｗ Ｌ Ａ Ｎ 内 の
他 の Ｉ Ｐ サ ブ ネ ッ ト に 移 動 す る 場 合 の 処 理 動 作 を 示 す シ ー ケ ン ス 図
【 図 ３ 】 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 異 種 網 間 の ハ ン ド オ ー バ 方 法 を 示 す フ ロ ー 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ １ 　 Ｐ Ｄ Ｎ
　 １ ０ ２ 　 Ｐ Ｄ Ｇ
　 １ ０ ３ 　 Ｗ Ａ Ｇ
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】
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